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台
湾
の
山
岳
の
魅
力
は
、
高
山

か
ら
低
山
ま
で
ふ
と
こ
ろ
が
深
い

こ
と
だ
。国
土
の
３
分
の
２
を
山

地
が
占
め
て
お
り
、標
高
３
千
�

級
の
峰
々
は
２
０
０
座
以
上
も
あ

る
。ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
に
適
し
た

都
市
近
郊
の
低
山
、遊
歩
道
な
ど

も
各
地
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。台

湾
の
美
し
い
自
然
景
観
、そ
こ
に

生
息
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
動
植
物

が
、海
外
の
登
山
愛
好
家
、ト
レ
ッ

キ
ン
グ
愛
好
家
た
ち

を
魅
了
し
て
い
る
。

代
表
的
な
高
山
を

挙
げ
る
と
、
台
湾
中

央
部
に
そ
び
え
る
東

北
ア
ジ
ア
の
最
高
峰

の
玉
山
（
３
９
５
２

�
）
。
中
北
部
の
雪
霸
国
立
公
園

に
あ
る
台
湾
第
２
の
高
峰
の
雪
山

（
３
８
８
６
�
）
、
奇
観
で
人
気

が
高
い
大
覇
尖
山
（
３
４
９
２

�
）。タ
ロ
コ
国
立
公
園
内
の
合
歓

山
な
ど
も
名
高
い
。

こ
う
し
た
山
々
が
連
な
る
一
帯

は
、
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
、
自

然
環
境
保
全
や
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動

の
た
め
の
ル
ー
ル
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
台
湾
の
山
岳
協
会
で
は
、

外
国
人
登
山
者
の
安
全
確
保
な
ど

を
目
的
に
「
外
国
人
登
山
規
定
」

を
設
け
て
い
る
。
入
山
申
請
や
許

可
、登
山
者
が
負
担
す
べ
き
費
用
、

現
地
登
山
ガ
イ
ド
の
同
行
、
入
山

人
数
の
制
限
な
ど
の
各
種
基
準
を

明
確
に
し
て
い
る
。

知
名
度
が
高
く
、
海
外
の
登
山

愛
好
家
ら
に
最
も
親
し
ま
れ
て
い

る
の
は
、
何
と
言
っ
て
も
最
高
峰

の
玉
山
だ
。
玉
山
は
、
主
峰
を
筆

頭
に
、
東
峰
、
西
峰
、
南
峰
、
北

峰
の
峰
々
に
分
か
れ
る
。
玉
山
は

日
本
統
治
時
代
に
は
、富
士
山
よ

り
も
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、「
新
高

山（
に
い
た
か
や
ま
）」と
呼
ば
れ

て
い
た
。西
峰
に
は
、日
本
人
が
戦

前
に
設
け
た
神
社
の
跡
が
残
っ
て

い
る
と
い
う
。こ
う
し
た
エ
ピ
ソ

ー
ド
も
、日
本
人
登

山
客
を
惹
き
つ
け
る

理
由
の
１
つ
だ
。

主
峰
に
至
る
ル
ー

ト
が
い
く
つ
か
あ

り
、
厳
冬
期
に
は
積

雪
も
あ
る
が
、
ル
ー

ト
や
時
期
を
選
べ
ば
、
特
別
な
技

術
や
体
力
、
装
備
な
ど
が
な
く
て

も
、
一
般
の
愛
好
家
が
十
分
に
登

頂
で
き
る
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。
登
山
規
定
に
基
づ
き
同
行
す

る
現
地
ガ
イ
ド
が
い
る
ほ
か
、
登

山
道
や
宿
泊
施
設
（
山
小
屋
）
、

登
山
口
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
も
整

備
さ
れ
て
い
る
。
日
ご
ろ
登
山
や

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
親
し
ん
で
い
る

人
な
ら
ば
、
そ
の
秀
麗
な
山
容
を

満
喫
で
き
る
は
ず
だ
。

玉
山
が
位
置
す
る
玉
山
国
立
公

園
は
、
南
投
県
、
高
雄
県
、
嘉
義

県
、花
蓮
県
の
４
県
に
ま
た
が
り
、

総
面
積
は
約
１０
万
�
に
及
ぶ
。
国

立
公
園
内
に
は
、
「
台
湾
百
岳
」

に
数
え
ら
れ
る
山
が
３０
余
り
あ

る
。
秀
姑
巒
山
、
関
山
、
新
康
山

な
ど
が
人
気
だ
。

台
湾
の
観
光
局
で
は
こ
の
ほ

ど
、玉
山
を
紹
介
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ（
４５

分
、
日
本
語
）
を
制
作
し
た
。
台

湾
観
光
協
会
で
入
手
で
き
る
。

台
湾
の
交
通
部
観
光
局
は
、
今
年
か
ら
２
カ
年
に
わ
た
る
「
旅

行
台
湾
年
」
で
、
外
国
人
観
光
客
に
対
す
る
新
た
な
旅
行
プ
ラ
ン

の
提
案
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
そ
の
１
つ
が
ア
ウ
ト
ド
ア
や
ス
ポ

ー
ツ
の
旅
だ
。
自
然
資
源
や
温
暖
な
気
候
を
活
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
日
本
市
場
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
新
規
の
旅
行
者
層
、
リ
ピ

ー
タ
ー
層
を
掘
り
起
こ
す
。
登
山
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
マ
ラ
ソ
ン

大
会
な
ど
、
そ
の
魅
力
を
紹
介
す
る
。

台
北
で
世
界
最
大
規
模
の
国
際

マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
て
い
る
の

を
ご
存
知
だ
ろ
う
か

。
「
台

北
国
際
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
そ
の

レ
ー
ス
で
今
年
は
１２
月
２１
日
に
開

か
れ
る
。
日
本
で
の
知
名
度
は
ま

だ
高
く
な
い
が
、
台
北
市
街
地
を

コ
ー
ス
に
、
昨
年
は
約
１１
万
人
が

出
走
。
日
本
の
大
手

旅
行
会
社
が
ツ
ア
ー

の
取
り
扱
い
を
始
め

る
な
ど
、
今
後
は
日

本
人
ラ
ン
ナ
ー
の
参

加
が
増
え
そ
う
だ
。

主
催
は
台
北
市
政

府
、
中
華
台
北
路
�

協
会
。
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
ク
ラ
ス
（
４２
・
１

９
５
�
）
の
ほ
か
、

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
ク

ラ
ス
（
２１
�
）
、
シ

ョ
ー
ト
マ
ラ
ソ
ン
ク

ラ
ス
（
１０
�
）
、
フ
ァ
ン
・
ラ
ン

ク
ラ
ス
（
３
�
）
に
分
か
れ
て
い

る
。昨

年
の
大
会
は
、
「
２
０
０
７

日
台
文
化
観
光
交
流
年
」
の
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
、
「
日
台
友

好
マ
ラ
ソ
ン
」
と
銘
打
っ
て
日
本

人
ラ
ン
ナ
ー
に
Ｐ
Ｒ
。
日
本
か
ら

は
約
１
５
０
人
が
参
加
し
た
。

昨
年
か
ら
台
北
マ
ラ
ソ
ン
ツ
ア

ー
の
取
り
扱
い
を
始
め
た
の
が
、

近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト（
Ｋ
Ｎ
Ｔ
）

グ
ル
ー
プ
の
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ツ
ア

ー
ズ
（
本
社
・
東
京
都
港
区
）
。

参
加
者
の
中
心
層
は
５０
歳
代
だ

が
、
国
内
外
の
大
会
を
走
っ
て
い

る
マ
ラ
ソ
ン
愛
好
家
か
ら
、
距
離

の
短
い
ク
ラ
ス
を
楽
し
も
う
と
い

う
人
ま
で
が
参
加
。
「
日
本
か
ら

近
く
、
時
差
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。

高
齢
の
ラ
ン
ナ
ー
に
も
参
加
し
や

す
い
。
距
離
別
に
ク
ラ
ス
も
分
か

れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み

方
が
あ
る
」
と
同
社
台
湾
旅
行
事

業
部
ラ
ン
ブ
ル
ツ
ア
ー
セ
ン
タ
ー

の
長
谷
川
孝
専
任
課
長
は
話
す
。

日
台
間
の
交
流
に
努
め
て
い
る

日
台
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
推
進
協
会

で
は
、
日
本
か
ら
の
参
加
を
呼
び

か
け
て
い
る
。
大
会
の
知
名
度
向

上
に
力
を
入
れ
、
旅
行
会
社
へ
の

働
き
か
け
、
ス
ポ
ー
ツ
紙
と
の
タ

イ
ア
ッ
プ
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

同
協
会
の
松
本
�
彦
理
事
長
は

「
台
北
を
満
喫
し
な
が
ら
気
軽
に

参
加
で
き
る
大
会
で
、
台
湾
の
ラ

ン
ナ
ー
と
の
交
流
も
あ
り
、
参
加

者
に
は
大
変
好
評
だ
。
リ
ピ
ー
タ

ー
希
望
者
も
多
い
。
今
年
は
さ
ら

に
多
く
の
日
本
人
ラ
ン
ナ
ー
を
送

り
出
し
た
い
」
と
意
気
込
む
。

０８
年
大
会
の
概
要
に
つ
い
て
、

協
会
で
は
近
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

設
置
す
る
予
定
。
他
の
旅
行
会
社

も
ツ
ア
ー
を
取
り
扱
う
準
備
を
進

め
て
い
る
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
専
門

誌
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
へ
の
露
出
も

予
定
さ
れ
て
い
る
。

最
高
峰
は
玉
山
３９５２
メ
ー
ト
ル

登
山
道
、山
小
屋
な
ど
環
境
整
う

台北国際マラソン大会のスタートの様子

台湾最高峰の玉山。日本統治時代には、富士山より高いことから「新高山」と呼ばれた

日
本
で
は
海
外
の
登
山
や
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
の
旅
を
扱
っ
て
い

る
旅
行
会
社
が
、
玉
山
や
雪
山

な
ど
の
登
頂
ツ
ア
ー
を
催
行
し

て
い
る
。◇

◇

国
内
外
の
山
の
旅
を
多
く
企

画
し
て
い
る
毎
日
新
聞
旅
行

（
毎
日
企
画
サ
ー
ビ
ス
	
本
社

・
東
京
都
千
代
田
区
）は
、「
玉

山
登
頂
・
４
日
間
」
の
ツ
ア
ー

を
１０
年
以
上
前
か
ら
手
が
け
て

い
る
。
毎
年
、
春
と
秋
に
催
行
。

短
期
間
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
料

金
で
海
外
の
名
峰
に
上
れ
る
と

人
気
だ
。

同
社
が
提
案
す
る
玉
山
登
頂

コ
ー
ス
は
、
１
日
に
５
〜
６
時

間
の
登
山
道
を
歩
く
も
の
で
、

「
日
ご
ろ
か
ら
登
山
を
楽
し
む

健
康
な
人
な
ら
登
れ
る
、
や
や

健
脚
者
向
き
の
コ
ー
ス
」
と
紹

介
し
て
い
る
。

「
山
頂
直
下
に
は
岩
場
が
あ

る
が
、
登
山
道
は
よ
く
整
備
さ

れ
て
い
て
、
富
士
山
よ
り
上
り

や
す
い
印
象
。
宿
泊
先
の
山
小

屋
も
清
潔
だ
」
（
同
社
旅
行
営

業
部
山
岳
企
画
課
の
渡
辺
真
課

長
）
。

ツ
ア
ー
参
加
者
の
中
心
は
５０

〜
６０
代
の
熟
年
層
。
特
別
な
登

山
技
術
を
要
す
る
コ
ー
ス
で
は

な
い
が
、
実
際
の
参
加
者
は
国

内
外
の
登
山
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

に
慣
れ
た
愛
好
家
が
多
い
。
山

小
屋
の
受
け
入
れ
人
数
に
制
限

が
あ
り
、
１
回
当
た
り
の
参
加

人
数
は
だ
い
た
い
十
数
人
。

現
地
で
は
、
台
湾
の
山
岳
協

会
の
外
国
人
登
山
規
定
に
基
づ

き
ガ
イ
ド
が
付
く
ほ
か
、
炊
事

の
補
助
係
も
同
行
す
る
。
山
小

屋
を
利
用
し
た
行
程
な
の
で
、

参
加
者
の
装
備
も
軽
く
て
す

む
。
た
だ
、
高
地
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
な
く
体
調
管
理
な
ど

へ
の
配
慮
は
必
要
だ
。

玉
山
登
山
の
魅
力
に
つ
い
て

同
社
の
渡
辺
課
長
は
「
ち
ょ
う

ど
日
本
の
北
ア
ル
プ
ス
を
楽
し

む
よ
う
な
感
覚
で
、
海
外
の
山

の
中
で
も
比
較
的
手
軽
に
参
加

で
き
る
。天
気
に
恵
ま
れ
れ
ば
、

山
頂
で
ご
来
光
が
仰
げ
る
。
景

観
だ
け
で
な
く
、
花
や
緑
も
美

し
い
」
と
話
す
。

◇
「
玉
山
登
頂
・
４
日
間
」
の

主
な
行
程

１
日
目
	
台
北
着
、
専
用
車

で
玉
山
国
立
公
園
内
の
上
東
埔

（
標
高
２
６
８
０
�
）
へ
。
東

埔
山
荘
泊
。
▽
２
日
目
	
専
用

車
で
玉
山
登
山
口
の
タ
タ
カ
鞍

部
。
登
山
道
を
５
〜
６
時
間
か

け
て
玉
山
山
中
の
排
雲
山
荘

（
３
４
０
０
�
）
へ
。
途
中
、

西
峰
観
景
台
（
３
０
９
６
�
）

で
昼
食
。
排
雲
山
荘
泊
。
▽
３

日
目
	
午
前
２
時
３０
分
ご
ろ
出

発
、
約
２
時
間
３０
分
で
玉
山
山

頂
（
３
９
５
２
�
）
。
往
路
を

戻
り
、
約
１
時
間
３０
分
で
排
雲

山
荘
。
朝
食
後
、
約
４
時
間
を

か
け
て
上
東
埔
へ
下
山
。
専
用

車
で
阿
里
山
、森
林
区
を
散
策
。

嘉
義
（
ホ
テ
ル
）
泊
。
▽
４
日

目
	
専
用
車
で
台
北
へ
。
台
北

空
港
発
。

詳
し
く
は
、
毎
日
新
聞
旅
行

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:

//w

w
w

.m
aitab

i.jp

）
ま
で
。

日
台
交
流
の
大
会
に

玉山の登山道を歩くトレッキング客

毎
日
新
聞

旅

行

４
日
間
の
ツ
ア
ー
で
催
行

よ
り
手
軽
に
楽
し
め
る
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
も
、
国
立
公
園
な
ど

を
中
心
に
各
地
に
点
在
し
て
い

る
。
北
部
で
は
、
台
北
市
近
郊
の

陽
明
山
歩
道
、
東
北
角
に
あ
る
草

嶺
古
道
。
中
部
で
は
苗
栗
獅
頭
山

歩
道
。
東
部
で
は
タ
ロ
コ
国
立
公

園
の
緑
水
川
流
歩
道
や
蓮
花
池
歩

道
な
ど
。
そ
の
多
く
が
昔
の
人
々

の
生
活
物
資
、
経
済
物
資
、
軍
事

物
資
の
輸
送
に
使
わ
れ

て
い
た
歴
史
の
あ
る

道
。
花
や
鳥
、
チ
ョ
ウ

な
ど
の
自
然
観
察
が
楽

し
め
る
。

特
に
、
陽
明
山
国
立

公
園
は
、
台
北
か
ら
日

帰
り
で
十
分
に
楽
し
め

る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

や
遊
歩
道
が
充
実
し
て

い
る
。
自
然
観
察
の
名

所
と
し
て
も
知
ら
れ
、

台
北
市
街
地
を
見
渡
せ

る
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
も

あ
る
。

陽
明
山
は
も
と
も
と
「
草
山
」

と
呼
ば
れ
、
大
屯
山
、
七
星
山
な

ど
に
囲
ま
れ
た
山
や
谷
を
指
し
て

い
る
。台
北
盆
地
の
北
端
に
あ
り
、

国
立
公
園
の
面
積
は
約
１
万
１
千

�
で
、
台
北
市
、
台
北
県
淡
水
、

三
芝
、
石
門
な
ど
に
ま
た
が
る
。

温
泉
地
と
し
て
知
ら
れ
る
新
北
投

エ
リ
ア
と
は
背
中
合
わ
せ
の
位
置

に
あ
る
。

陽
明
山
国
立
公
園
内
に
は
動
植

物
が
豊
富
だ
。
タ
イ
ワ
ン
キ
ョ
ウ

チ
ク
ト
ウ
、
ヤ
マ
グ
ル
マ
な
ど
が

分
布
。
２
、
３
月
は
花
見
シ
ー
ズ

ン
で
各
種
の
ツ
ツ
ジ
が
咲
き
、
カ

ン
ヒ
ザ
ク
ラ
が
野
山
を
覆
う
。
５

〜
８
月
に
か
け
て
は
チ
ョ
ウ
が
美

し
く
、
と
く
に
大
屯
山
山
頂
で
は

激
し
い
気
流
を
受
け
て
無
数
の
チ

ョ
ウ
が
舞
う
。
マ
ダ
ラ
チ
ョ
ウ
類

や
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
類
が
見
ら
れ

る
。

◇
七
星
山

七
星
山
（
標
高
１
１
２
０
�
）

は
、
陽
明
山
国
立
公
園
の
中
央
部

に
位
置
し
、
台
北
市
の
最
高
峰
。

七
星
東
峰
の
南
に
あ
る
七
星
公
園

に
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
客
の
休
憩
所

な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
七
星

公
園
か
ら
の
道
は
、
夢
幻
湖
、
冷

水
坑
、
七
星
山
東
峰
、
主
峰
へ
と

続
い
て
い
る
。

◇
大
屯
山
歩
道

道
標
、
解
説
板
、
展
望
台
な
ど

が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
ハ
イ
キ
ン

グ
と
と
も
に
、
チ
ョ
ウ
類
を
は
じ

め
動
植
物
な
ど
の
生
態
観
察
が
楽

し
め
る
。
大
屯
山
駐
車
場
か
ら
大

屯
山
（
標
高
１
０
９
２
�
）
の
山

頂
へ
。
大
屯
坪
、
二
子
坪
か
ら
、

駐
車
場
に
戻
る
ま
で
約
３
時
間
の

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
。
特
に
、
大

屯
登
山
口
か
ら
二
子
坪
ま
で
の
二

子
坪
歩
道
（
約
１
・
７
�
）
は
、

森
林
浴
と
自
然
探
索
に
絶
好
の
場

所
で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
な
っ
て

お
り
、
車
イ
ス
の
旅
行
者
で
も
楽

し
め
る
。

手
軽
な
ハ
イ
キ
ン
グ
も

陽
明
山
は
台
北
か
ら
日
帰
り
で

花の名所としても知られる陽明山国立公園

海
の
魅
力
も
見
逃
せ
な
い
。
台

湾
最
南
端
の
墾
丁
は
、
高
雄
か
ら

車
で
約
２
時
間
、
マ
リ
ン
ブ
ル
ー

の
海
に
囲
ま
れ
た
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ

ア
。外
国
人
旅
行
者
だ
け
で
な
く
、

台
湾
の
旅
行
者
も
多
く
訪
れ
る
。

サ
ー
フ
ィ
ン
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン

グ
な
ど
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
が
楽

し
め
る
。

墾
丁
は
、
台
湾
で
最
初
に
指
定

さ
れ
た
国
立
公
園
が
広
が
る
。
３

万
３
千
�
の
エ
リ
ア
に
は
珊
瑚
礁

の
海
を
中
心
に
、
山
や
平
原
、
湖

沼
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
顔
が
あ
る
。

墾
丁
は
、
日
本
の
サ
ー
フ
ァ
ー

が
多
く
訪
れ
る
。
サ
ー
フ
ト
リ
ッ

プ
を
手
が
け
る
日
本
国
内
の
旅
行

会
社
が
通
年
を
通
じ
て
ツ
ア
ー

化
。
日
本
か
ら
近
く
、
冬
季
で
も

温
暖
な
気
候
が
魅
力
。
現
地
に
は

日
本
語
が
通
じ
る
ス
タ
ッ
フ
が
い

る
サ
ー
フ
ィ
ン
チ
ー
ム
が
あ
り
、

日
本
人
サ
ー
フ
ァ
ー
を
受
け
入
れ

て
い
る
。

台湾最南端・墾丁

珊瑚礁の海

サーフィンも墾丁には日本人
サーファーも多
く訪れる

墾丁でのシュノーケリングの様子 台北近郊の象山から眺める市街地

プレゼント 特産品引換券の配布開始
旅行台湾年のビックプレゼントキャンペーン

の第３季分となる「特産品引換券」の配布が始
まった。有効期限は１０月３１日。旅行会社や個人
が旅行前に台湾観光協会（東京・大阪事務所）
に申請すれば入手できる。桃園国際空港、高雄国際空港の出国ゲート
前の免税店でパイナップルケーキなどの特産品がもらえる。

「君につづく道」 特典付きの�パスポート�
台湾の観光局は、今年１２月３１日まで利用できる観

光イベント用のパスポート「君につづく道」を発行
した。日本でも各局で放映中の台湾ドラマ「君につ
づく道」に登場する観光スポットを案内。指定のス
ポット３カ所以上でスタンプを集めて応募すると、
台湾往復航空券と無料宿泊券などが当たる。このほ
かにも対象店舗で特典が受けられる。

プロモーション 札幌市にもラッピングバス
台湾の観光局では、旅行台湾年をアピールするた

め、日本での一般向けのプロモーションを強化する。
「旅行台湾年」ラッピングバスは、現在運行中の都
営バスに続き、札幌市を走る中央バスにも登場、７
月下旬に運行を開始する予定。８月からは、台湾の
男性アイドルグループ、Ｆ４が出演するテレビＣＭ
を順次放送。新聞や雑誌広告も多数出稿する。

足裏マッサージ １０００人参加でギネス記録

台湾の観光局は７月１日、旅行台湾年の一環で、
台北市内の台北ドームで「１０００人合同足裏マッサー
ジイベント」を開催。日本や韓国など外国人をメイ
ンに１０００人以上が参加、ギネス記録を更新した。

観光局では「２００８年
足裏マッサージ」ホ
ームページ（日本語）
を開設した。専門店
の割引クーポンもダ
ウンロードできる
http : //www.footrefle
xology.tw/ja/

台湾イベント
７月１１～１３日 花蓮県連合豊年祭（花蓮県・美崙田徑場）
７月１２～２７日 花蓮石藝フェスティバル（花蓮県・石彫博物館）
７月１９日～８月２４日 南投鉄道まつり（南投県・集集駅、水里駅ほか）
８月１～３１日 金針花祭り（花蓮県赤柯山、富里郷六十石山）
８月２日 台北大稲�花火音楽大会（台北市大稲�ハーバー）
８月１５～１８日 台湾美食展（台北世界貿易センター・展示ホール）
８月１５日 中元節＝旧暦７月１５日（基隆市ほか各地）
９月１４日 中秋節イベント＝旧暦８月１５日（台湾各地）

http://taiwan.net.tw/

